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リサイクル •ガイド

【ゆずります・有料】　▶スタンディング型サンドバッ
グ／高さ160ｃｍ

■ジロー基金の助成団体を募集　５団体以内に
総額 40万円を上限に助成します。対象事業は、
①市内の子どもを対象とした福祉・教育団体な
どが行う事業や機材の購入、②市内の市民団体
やグループが行う文化的な催し。３年以内に助
成を受けた団体は除く。申し込みは９月１日㈫
～ 11月 10日㈫。問い合わせ・申し込みは三井住
友信託銀行 03-5232-8910へ。
■第 45回チャリティーゴルフ大会　９月 14
日㈪、鷹の台カンツリー倶

く

楽
ら

部
ぶ

にて開催。参加
費 5,000円（別途プレー費あり）。先着 160人（40
組）。申し込みは８月３日㈪午前９時～。問い
合わせは市社会福祉協議会 483-3021へ。
■シニア向け再就職支援セミナー＆個別相談会　
おおむね 55歳以上の人対象。セミナーは先着
30人、個別相談は先着４人。８月 14日㈮午前 10
時～、鎌ケ谷市役所。申し込みは右
のコードから電子申請または鎌ケ谷
市商工観光課 047-445-1240へ。
■役立つ！女性のための再就職支援

セミナー＆個別相談会　セミナーは先着 30人、
個別相談は先着４人、託児（８月 12日㈬まで
に要予約）は先着４人。８月 20日㈭午前 10時
～、習志野市役所。申し込みは習志野市産業振
興課 047-451-7755へ。
■精神障害者家族「対話の集い」　済生会なら
しの訪問看護ステーション職員の講話と家族の
交流会を開催。７月 23日㈭午後１時 30分～４
時、プラッツ習志野北館。申し込みは習志野八
千代心の健康を守る会・渡邊 453-6760へ。
■自衛官（一般曹候補生）　18歳以上 33歳未
満対象。受け付けは９月１日㈫（締切日必着）
まで。問い合わせは自衛隊千葉地方協力本部船
橋出張所 047-475-2084へ。
■第６回八千代おはなし祭り　こどもたちに大
人気の人形劇やパネルシアターなどをお届けし
ます。０歳～小学生の親子 100組対象。８月９
日㈰午前10時～午後０時30分、市福祉センター。
７月 15日㈬から右下のコードか、市福祉セン
ター 483-1171 へ電話。問い合わ
せは、やちよお話をたのしむ会代表･
雲母 (きらら) 090-6001-3842 へ。

ミニ・ガイド

●ソーラークッカーを作ってソーラークッキン
グに挑戦　ソーラークッカーを作ってベーコン
エッグを作ります。小学４年生以上対象。先着
15人。７月28日㈫午前10時～正午、八千代台公
民館。1,000円。申し込みは７月15日㈬午後７時
から八千代ごみゼロの会・土田 483-2085へ。
●やちよ歴史浪漫紀行「早朝歴史講座」神社入
門～正しい参拝とは　募集30人。８月16日㈰午
前９時30分～ 11時30分、市民会館。500円。申
し込みは、市観光協会・髙田 080-7270-3200（公
益事業補助金制度対象事業です）。
●むらかみ夏祭り50周年祭　村上団地入居開始
50年を記念し､ 手持ち花火大会や団地 de 
同窓会を開催。懐かしい仲間や友だちと国際色
豊かな夏祭りを楽しみましょう。７月25日㈯・
26日㈰午後４時～９時。村上中央商店街ふれあ
い広場。問い合わせは、むらかみ夏祭り50周年
祭実行委員会・山崎 484-4767へ。
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新川のほとりで楽しむのどかな時間

スポーツクライミング・ボルダー
安楽宙斗選手が世界大会５連勝の記録達成

　日本時間６月20日に行われた、ワールド
クライミングシリーズ2026ボルダー第５戦
（オーストリア・インスブルック）で、本
市出身の安楽宙斗選手が優勝しました。
　このシリーズのボルダーは６カ国・全６

大会を戦い年間王
者を決めます。安
楽選手は開幕から
連勝を続け、この
５戦目でもその強
さを存分に発揮。
決勝でただ１人３
完登し、優勝をつ

かみ取りました。これで史上初となる開幕
５連勝を達成し、さらに４年連続年間総合

優勝を確
定させる
驚異的な
記録を樹
立しまし
た。最終
戦は､ ア
メリカ・

ソルトレークシティで10月16日から開催予
定です。全勝優勝による年間総合優勝と
いう偉業に期待がかかります。

▲ �5勝目の表彰台に登る安楽選手（中央）
ⒸDimitris Tosidis /World Climbing
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20 萱田小PTAが広報紙コンクール 
最優秀賞受賞

　萱田小PTAの広報紙「ニ
ッセとモニカ」が、７年度
千葉県 PTA広報紙コンクー
ルで、単位PTA（学校ごとの
PTA）の部最優秀賞を受賞
しました。本コンクールは、
PTA が発行する広報紙の

デザインや内容を評価するもの。この部門に
は県内66校から応募があり、その中の頂点に
輝きました。「親が参加できない遠足などの
行事をたくさん載せて、親も子どもも楽しん
でもらえるようにしていることが、良かった
と思う」と萱田小PTA広報部長の高木さん。
学校と児童・保護者の架け橋となる広報紙作
り で、
心掛け
ている
ことを
話して
いまし
た。

▲7月３日、広報部員の皆さんから市に
受賞報告がありました

　花見川・新川流域のうみさとライン、その
自然の魅力を楽しんでほしいと、７月４日
に道の駅やちよ・やちよ農業交流センター
で、“うみさと”の水辺で乾杯を開催。来場者
はステージイベントや限定グル
メを楽しみました。正午になる
と、無料で配布された、冷製にん
じんポタージュを片手にみんな

で乾杯。さわやかな甘みのポタージュとと
もに、水辺でのどかな時間を過ごしました。

ⒸDimitris Tosidis /World Climbing

◀
正
午
に
合
わ
せ
て
、
来

場
者
の
皆
さ
ん
と
乾
杯

8




